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出 口 厚 実
Sobre　Ia　construcci6n‘cambiar　de，
Atsumi　DEGUCHI
　　E】a　este　trabajo　se　prete］ほde　aclarar　Ias　re至aciones　si】Rt3cticas　que　se　observan
e三ユtre　OraCiOReS　COmo　las　Sigr【ientes：
　　　（1）　a．　EspafΣa　cambi6　de　imagen．
　　　　　　　b．Esp面a　cambi6　su圭magen．
　　　　　　　c．　］しa呈magen　de　Espaila　camb茎6．
E難coRstrucciones　del　tipo　（1a），1a　posici6n　q慧e　sigue　al　‘cambiar　de，　s610　puede
ser　ocupada　por　un　N（ca£ego践a　16xica　con　cero　barra），yno　por　un　sintagma
nomi謡．　En　este　puRto　conviene　subrayar　la　diferencia　con　respecto　al猛a職ado
sup｝emeRto，　que　aunque　se　parece　al　menos　superfic三a三mente　a　la　estp礒ctura　en
cuesti6n，　admite　cualquier　SN。
　　La遜）ar三ci6n　de　esta　cons重nユcci6n　puede　atribuirse　a　un　proceso　s圭ntactico　que
C◎nS呈ste　en　inCOrPOrar　al　VerbO　el　elementO　nOm1nal　eSCueto（en　eSte　casO，
“
撫ageバ）formand。　un・RueVO・verbo．
　　　（2）　a．　Espa員a　　［cambi6］v　　［imagenコN
　　　　　　　b．Espa践a　［camb呈6　de　imagen］v
EI　procedlmiento　que　conVierte　la　co㎡iguraci6n　sintactica　de（2a）en（2b）se
玉三amara　Cuasi－lncorporaci6n　Nomina1。　N6tese　que　e｝nαnbre　沁co塚）orado　se
habrfa　feal呈zado　como　un　complemen重o　d圭recto　norrnal　co燃o　en　（1b），si　fuera　un
sitagma　nomina1．
　　La　particula　　‘de’　　se　introduce　｛ida鍛亀e　del　elemento　desplazado　co斑o　un
marcador　de　lo　incorPorado．　La　expres圭6n　　‘de　十　　N’　no　s610　der圭va　de　la
estructura　transitiva　con　complemento　directo，　sino　tambi6n　de　Ia　i照cusativa：
　　　（3）　a．　La　nube　ha　crecido　de　tama五〇．
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　　　　　　　b．　＊La　nube　ha　crecido　su　taxnaflo．
　　　　　　　c．EI　tamafEo　de　Ia　nube　ha　crecido．
EI　an組isis　de　Cuasト王ncorporaci6n　Nominal　aquf　propuesto　tambi6n　sirve　para
explicar　la　oraci6n（3a）．Parece　que　el頗smo　prcceso　part圭cipa　en（董er三var（4b）de
（4a）intemizando”tamafl♂q縫e㏄琶pa　e1涌de◎del　co即1em磁o　directo。
　　（4）　a．　　　　　　　［crece］v　［el　tama氣o　de圭a　nube］
　　　　　　　b．　　　　　　　　［crece　de　tamafio］v　〔　　　　　de　la　nubeコ
　　　　　　　c．　　　　［crece　de　tam謹o］vこ1a　nube　　　］
　　　　　　　d．　［：la　nube］　　［crece　de　Samailo］v　［　　　　　　　　　　　］
Una　vez　desoc疑pado　el　nitcleo　del　SN，“1a　nub♂δebe　desplazarse　a1濾cleo　y
｝uego　a　la　posic呈6n　del　sujeto　de　la　oraci6n．
EI　veごbo　‘cambiar，　ofrece　o往◎娠po　de　cons撫cci6n呈滋eresa撹e　en　e1（lue　aparece
uR　SN　en　fu識c童6n　de　complemento（五recto　ademas　de｝a　expresi伽‘de十N’de玉a
que．nos．ocupamos．　Asi　en（5）．
　　（5）Juan　cambi6　de　｝ugar　los　muebles．
　　（6）a．Juan〔cambi6〕v　［eUugar　de　los　mueb璽es］
　　　　　　　b．Juan［caヱnib6　de　lugar］。［　　de　los　muebles］
De　la　misma　manera　q疑e　eit（3）y（4），d磁cleo　del　SN‘｝ugar’se蜘cαpora　al
verbo　deja1｝（享o　varlcante　su　puesto　que　ha　de　ser　ocupado　por　e圭　ante】雌◎r
complemento　de1　SN，　es　decir”圭os　mueb｝es”，　ori9呈nande（5a）．
0．序
　スペイソ語で動詞が直接目的語を従える場合、その名詞句が無生物ならば何ら格標識を伴わな
い名詞句そのものであるのが原貝暮である。一方、表面上、億の前置詞と岡等な統語的挙動を持ち
ながら、対格を表すマーカーとしての機能を示すような“a”を冠した特定人間の直接目的語の
場合も存在する：
　　（1）Marfa　buscaα如㌶．
文（1）では、aJuanは間接目的語にふさわしい前置調（格標識）aに先行されていても、直
接目的語と認定するのが定説となっている。この名詞句に代替する承前代名詞の格形式、受動文
の可能性はa画anを直接目的語とみなす最も窺要な統語的証拠とされる。また、動詞の選択す
る項数とその意味役割の観点からも、この種のNPが前置詞aを伴わない通常の直接目的語NP
と平行している事実もこの解釈を支持するのは周知の事実である。
　　さらに、一部の学者によってsuplementoと呼ばれる、特定の動詞が指定する前置詞とその補
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語である名詞句の統語関係も同じ土俵で議論されるべきかも知れない。
（2）　a．　Trataro】n　de　aquella（：teeS毒i6n．
　　　　b．　Trataron　aquella　cuesti6n．（Rojo　y　rim6nez　1989：104）
例えば、文（2a）のsuplementoは（3b）セこ対応せず、むしろ（3a）のような前置詞格代名
詞で名詞句を承前する点で、（2b）文に含まれる直接9的語と相違する。しかし、「あの問題」
と動詞「扱う」の主題（意味）関係は同じであり、文全体の解釈も近似する：
　（3）a．Trataron　de　eUa．
　　　　b．　La　trataron．
上文（2　ab）の統語形式の異岡がどの文法レベルで有意義なのか、またその正確な規定が可能
か否かの理論的な枠組みにはここでは立ち入らないが、この構文対照がスペイン語の名詞句の文
法関係や繭置詞句の性格づけをしようとするときに考慮するべき、1つの重要なポイソトである
と認識しているQ
　小論で注9したいと思うのは、動詞の直接目的語として意味上選択されるような要素でありな
がら、特定の前置詞に先行されて出現し、外観では（1）　（2a）と同様な苗置詞句のように見
える、動詞cambiarとde十Xからなる連鎖である；
　　　（4）　a．　Espafia　cambi6　de　imagen．
　　　　b．］EDspafia　cambi6　SU　imagen．
　以下ではcambiar　de　Xが（3a）などのsuplementoのタイプと区別されるべきであり、ま
た同蒋にこの溝造は、状況補語（副詞的修飾句、Adjunct）として現れる前置詞句とも固定でき
ない、別種の統語的資格をもつのではないかということを示竣したい。
1．1　．　cambiar　deとcambiar〈他動詞〉
　動詞cambiarが示す2種類の講文タイプに関しては、既に高橋（1980）の研究が存在し、そ
こで使用されている名称に従って、（4a）のようにdeを従えるタイプを「A型構文」、直接羅
的語NPと組むcambiarの構文を「B型溝文」と呼ぶことにする：
　（5）A型構文　　　：cambiar　de十X
　　　　B型構文　　　　：cambiar＋直接目的語NP
B型文については、直接目的語をとる他動詞である事実は明白であり、ここではAタイプとの対
比においてのみ雷及するにとどめ、A型文型を中心に見ていくつもりである。
cambiar　deに後続する表現は、（4a）の例に見られるように、属性、蒋性などを表す抽象名詞
が多いようであるが、具体的な可算名詞をこの構文に用いることを妨げるものではない（Cf．
（6a））：
　（6）a．He　cambiado　de　coche．
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　　　　　　b．　He　cambiado　el　coc｝ユe．
まず、A型文のXにどのような表現が使用されているのかの全般的な傾向を知るために、
cambiar　deを含む文語コーパスの具体的な用例から、そのバリエーショソを調べてみた：〔順不
剛
　　（7）h㎜or，　suerto，　actitud，　criterio，　conducta，　tactica，　color，　itinerario，　opini6n，
　　　　　　tema，　parecer，　idea，　rumbo，　se蹴盛do，呈ntensi（iad，　conversaci6n，　expresi6n，宅on◎，
　　　　　　fo】rma，　Vida，　ambiente，　caracter，　f圭sonomia，11ave，　Via，　oficio，　d◎斑ic慧io，　G】i　11a，
　　　　　　lugar，　postura，　hote1，　alojamiento，　casa，　i（墨entidad，　medio　social，1i　br◎de　texto，
　　　　　　taxi，　fior，　dia，　mes，　a五〇，　camino，　verbo，　lugar　de　residencia，　escuela，　camisa，
　　　　　　vestido，　profesi6n，　empresa，　tren，　oficina，　mano，　nariZ，　marcha，　s圭tio
　　これと比較するためにB型におけるNPの実例を岡じ資料体から採取したのが（8）である。
cambiarの直接目的語として用いられる名詞句はかなり長く複雑な構造を示すものが少なくない
が、下記では便宜的に短縮して引用したケースもある。また数量的な比較をするのがE的ではな
いので薗者の標本テキストの量や対象を整合させていない。両タイプのXと㎜の墓本的な差を
把握するのに役立℃れば十分と考えたためである。実際の統計上はB型文の方がA型の出現頻度
をかなり上羅るようである。
　　（8）　1a　situaci6n，　estas　costumbres　tan　corrompidas，　la　fisonomia　del　pa圭saje，　ttn
　　　　　　muchacho，1a　perspectiva，　su　reserva　de　avi6n，1a　voz，　el　gestQ，　el　tGno，　su　fet◎，
　　　　　　su　indumeBtar呈a　de　ven（iedor　de　libros，　su　mod◎de　actuar，　el　mantel，　la　vajilla，
　　　　　　el　ru茎塗bo，　los　nombres，　1a　es℃ructura　de　la　cara，　u無　alqu至lado，　el　palluele，　1a
　　　　　　forma　de　los　ojos，　nuestra　vida，　e｝emplazamiento　de　sus　mis銀es，　su　versi6xx　de
　　　　　　hechos　，　mi　fUturo，　e1　a｝ma　del　mundo，　toda　la　sociedad，　el　destino　de　Ma漁，　las
　　　　　　c◎sas，1as　leyes，　el　aspecto，1a　v重da，　la　nifia，10s　nombres　angiosajones　，　ci葺co癬I
　　　　　　Pesetas　，　el　tono　de　su　voz，　los　discos，　e｝sargento，　sus　zapatos，｝a　aguja，　la　faja，
　　　　　　10s　paflales，　sus　amables　moda！es，　una　vida，　au£o憩6vilgs　siR　rumbo（注1）
1．2．　ee－一一名詞を含むA型／B型の生起例
　前項の（7）　（8）を鮒照すると、X　versus　NPの蓑現形式のパタンには、明瞭な相補性が
認められる：A型構文のXは限定詞の付かない裸名詞で、しかも単純な（1語からなる）単数名
詞がほとんどである。他方、B型文のNPは定冠詞、不定冠詞、指示形容詞、所有形容詞を伴っ
ている。しかし、全く岡じ名詞がA型のXにもB型のNPの主要部としても現れることは珍しく
ない。以下では該当するケースを6対の実例で確認するが、このような対比は意図的な作例によっ
て比較飽容易に増やすことが可能であろう。
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TEMA
　　　（9）a．Cuando　not6　que　a　ella　le　gus重aban　los　anima｝es，　iRstali6　en　su　habitaci6n　al
　　　　　　　　　　　perrazo　negro　y　Ios　ga毛os，≦二amb三a簸do　e1宅ema　si　el王a　preguntaba　porαeo，
　　　　　　　　　　　茎）orque　no　deseaba　dar｝e　a　conocer　su　tr三ste　fin．
　　　　　　　　　　　（AS：261）
　　　　　　　　b．　La　respuesta，　sin　e組bargo，　debi6　de　ser　pareci（ia　a　la　del　marido，　pues　la
　　　　　　　　　　　mujer　cambi6　de　tema　inmediatamente，　como　s呈h秘biera　cometido　una
　　　　　　　　　　　imprudencia．（PL：105）
VDA
　　　（kO） a．　El　con重acto　con　Ia　gue】xゴ11a　cambi6　su　vida．（EL：167）
b．Ocurr≦a　que　a　Daniel，　e三Mochuelo，　Ie　habfa　agradado，　meses　atr鉛，1a　idea　de
　　　cambiar　de　vida．（CM：12）
Cf．　Ocurre　que　la　gente　hace　estas　reser▽as　con　tanta　aRticipaci6n　que　cuan（墨0
　　　11ega　la乏㏄ha　ya　puede　habenes　ca曲iado　la　vida　enteram6Rte．（CM：197）
ACTITUD
　　　（11）a．　　　Asi　lo　cont6　a　Ia　menor，　pero　no　logr6　en　abso沁重o　ca孤biar　su
　　　actit1じtδ．（CN：206）
b．　Sin　e憩bargo，　cuaRdo　comprendi6　que　e1玉a　mas　que　aferrarse　a　61，　pretendia
　　　eli瓢ina薮o　de　su　Vida，　caエnbi6　de　actitud．（PL：126）
RUMBQ
　　　（12）a．Los　Morales　recibieron　la　cεぼta　que　ca狐bia飴e｝r疑mbo　de　Carmen　y　se　la
　　　　　　　　　　　leyeron　Por重e16fono：（IF：235）
　　　　　　　　b．　．．．　du㎜iendo　en　p夏ayas　o　estaciones，　ca瓢biando　de　ru憩bo　a王　azar　de　妓n
　　　　　　　　　　　encuentro，　aventurero　y　co㎡iado。（AM：70）
ASPEC’lro
　　　（12）a．　　　La　guerra　hab≦a　cambiado　el　aspecto　de圭as　mujeres，　se　usaban　las玄aldas
　　　estrechas　a　la　rod呈11a，　chaquetas　con　hombreras，　zapatos　de　plata至orma，
　　　磁o姦os　elaborados，　sombreros　adomados　con　p圭umas　y　ve玉os．　　　　　　　（IF：29）
b．Es重o　no　es　una　broma　ni　un　cap践cho，　aunque　a　muchos　cambiar　de　aspecto
　　　puede　ayudar玉es　a　ser　fe｝ices，　a　no　desprec呈arse．（PS：24／5／92）
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Cf．　Socialmente，　su　aspecto　no　ha　cambiado：（UD：166）
同一名詞がAB濁パタソに関与して交替関係にあることを数量的に一層明白に承す好例は劇作品
のト書き部分に頻用される名詞‘tono’を含んだ表現、　cambiar　de　tone／carnbiar　el　tono「口
調（調子）を変える」に見られる：（UD：161－171）には（13ab）の類例が50余り発見され、次
の分布比率が確認された。
　cambiaヱ●　（ie　tonQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18｛茎弓聾
　cambiar　el　tono　　　　　　　　　　　　　　34｛列
　cambia」r　su　toエtO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　／9勇1【
　（13）a．RAMO’N．一一（Cambiande　de　tono．）Nada　de　to孤arse　el　pelo．
　　　　b．CUQUI［NA．一（Ca憩biando　el　tono．）Me　decepcionas，t≦a。（UD：167）
上掲の諸データから次のような見通しを仮設することが墨来る：
　　i）Headたる名詞の語彙的意味によってA／B型に構造が分離選択される訳ではない。
　　li）A型のde十XとB型のNPはそれ霞身の統語組成は異なるであろうが、両方のタイ
　　　　プが出現する統語環境に異岡があるかはどうかは劉途検証される必要がある。
　　ili）動詞と名詞Headの意味的関係（i．e．主題関係、あるいは意味役割の配分）は両タイ
　　　　プで違っているとは思われない。どちらにおいてもThemeかPatientである。
1．3．A型構文とB型構文の棺違点
　これまでA型B型の両構文タイプを本格的に研究した論考はTakahasi（1980）である。その結
論部分を要約して紹介すると（14）になる：
　（14）「主語の移動を蓑すとき、変化対象が主語の属性または一部であるとき、の2つのケー
　　　　スでは、A型がB型よりも好まれる」、「両者は常に根互交替可能とは限らない。　A型
　　　　は対象が主謡の一部または属性と考えられるときのみ使用できる」　（Takahasi
　　　　l980：22）
高橋氏の論点は、画タイプを単に随意的な変異として併記するだけであった従来の文法家の記述
を不十分として、cambiarとcambiar　deの特性の外延的規定を精密にしたものである。小論は、
Takahasi（1980）で既に指摘されたいくつかの文法上の差異をふまえながら、　A型文の、特に統
語的特質を明確にすることが両文の意味語絹論的な差異、その守備分担の梢補性の説萌に役立つ
のではないかと思い、この面に焦点を当てて考察してみたい。
　具体的には、A型文（cambiar　de＋X）における各要素の統語的sta重usに関して次のよう
な疑問が生じる：
　　　（15）　a）　cambiar壱ま自動言司力・、　他動言司力5
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　　　　b）deは前置詞か、　de十Xは前置詞句か
　　　　c）Xは名詞句か
　　　　d）de十Xはsuplementoか、状況補語か
　　　　e）構造分岐は［cambiar〕十［de］十〔X］か［cambiar　de］十Xか⊂cambiar］十［de　X〕か
　他動詞性、前置詞句補語、suplemeRtoなどの関遮領域を理論的に論じた、　Alarc◎s　Llorach（1972），
Bosque（1983），Guti6rrez　Arau　（1987），　Martinez　Garcia（1986），　P◎rto　Dapena（1987，1992），
Demonte（199◎）の論考にはcambiar／cambiar　deが採り上げられていない。日常的な語彙で、
頻度も高いcambiarが引用されなかったのはそれが、意識に上らなかったのではなく、彼らは
A型を、一般の自動詞十状況補藷の中に包摂されるものと片づけていたのかも知れない。
　Cano　Aguilar（1981）は侮カ所で動詞cambiarに言及し、　A型講文をtransitividad
preposiciona1／complemento　preposiciona1と見なしている。また、　B型との対比についても採
り上げ、（16a，　b，　c）では意味上b，　cの方がより近接するというコメソトも添えている。
　　　（16）　a．　Juan　cambi6　sus　ideas．（1981：387）
　　　　b．　Juan　camb呈6．
　　　　c，Juan　cambi6　de　ideas．
他方、　「文fuan　cambio　de　cecheは直接他動調文fuanαambi6　el　cocheから生じたと思われ、慮
動詞文と関連づけられないタイプもある」と示唆している。
　本稿では∫uanのよう｝：　Agentとなり得る主語と共起して、　Themeの項を下位範疇化する揚
合では（16）a，cを含めて、他動詞的構文が基鷹にあるものと分析することにする。つまり、
意味の上でもa，cがより蟄近するものと考える。
2．1．A型の統語的地位
　A型講文の最も顕著な統語的特徴として、Xに現れる名詞が限定詞をもち得ない点が上げられ
る〔Cf。Takahasi（1980：19），　Cano　AgUilar（1987：238）］
例えば、（4a）のimagenの代わりに所有代名詞、定冠詞を冠する（17a，　b）は非文となる。
　（17）a．＊Espaf1a　cambi6　de　su　imagen．
　　　　b．　＊Espa煮a　cambi6　de　la　imagen．
それと関連して、Xを承前代名詞で言及することが出来ない点でもB型と対比される：
　（18）＊Espafia　cambi6　de　ella．
de十Xは一般の前置詞句よりも、動詞から切り離されにくい性質を有することは次の語順操
作から確認出来そうである。これはde　imagenがむしろ無冠詞直接目的語に近い扱いを受ける
ことを暗示する：
　　　（19）　a．　＊De　imagen　Espa責a　cambi6．
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　　　　　　b．　？De　imagen，　Espa五a　camb呈6．
Xが疑問詞となる疑問文が完全に成立するかどうかも疑わしく、やはり前置詞句として地位を完
全には持たないのではないかと思わせる（Cf．（20））Q
　　（20）　？dDe　qu6　cambi6　Espaha？
　次に、動詞本体cambiarと‘de十X’の結合関係に注昌すると、（21）（22）の例にみられる
ように、副詞的修飾成分が両者の問に割り込む可能性は認められる。
　　（21）Antonio，　que　a　la　Vista　de　Ia　acumUlaci6n　de　cuadros　y　libr◎s　parecia　haber
　　　　　　cambiado　re　Rtinamente　de　humor，　lefa　uRa　frase　de　Rousseau　reproducida　con
　　　　　　letra　pausada，　clara　y　elegante，　y　enmarcada　con　una　moldura　eval　a　la　manera　de
　　　　　　un　pequef三〇yq鷺e雌do　retrato　fa憩iliar：（TC：50）
　　（22）Has重a　entonces　habfamos　cambiado　tres　veces　de　hote1．（LT：54）
しかし、deとXは緊密な関係を維持し、その間に他要素の挿入を許さない：
　　（22）a．Ella　cambia　tres　veces　de　vestido．
　　　　　　b．　＊El王a　cambia　de　tres　veces　vestido．
副詞句以外でも、短い主語が例置されて動詞とde÷Xの中間に位置することもある。
　　（24）Y＿．｛｝gptlb？gCeS！mUtl｛｝一｛2palptzd　o　por　completo．（MD：1632）
Xの位置を占めることがlfl来るのは名詞句ではなく、それ以下の構成素らしいことは、概に（7）
のデータから予想できたが、一見、前置詞句を含む複雑な溝造を示すような語句がcarnbiar－de
に後続する例も散見される。
　　（25）一，acompafiado　（董e　un　biso五6，　por　el　que　me
　　　　　　reconocfa　e　identifical）a　todo　el　mund◎．（PS：14／6／891）．146）
　　（26）　Juan　cambi6　de　punto　de　vista．
先路のlibr◎de　texto「教科書」、上の1ugar　de　residencia「住所」、　punto　de　vistaド見解」
は前置詞de十名詞を含むように見えるが、これらは内部に名詞句を含むのではなく、従って
それ自身名詞句ではなく、全体として1つの複合名詞と考えるべきであろう。
　　（27）a．Quiero　cambiar　de　maquina　de　escribir．
　　　　　　b．＊Quiero　cambiar　de】mi　maquina　de　eschbir。
（27）のmaquina　de　escribir「タイプライターjも同様で全体が単一名詞とみられる。
A型文のXは形容詞で修飾され得ず、また関係節のHeadでも有り得ない。このことはXがN’
やN’に類似した“語彙範購より上階層にランクされるべき統語ラベル”でないことを示唆する。
　　（28）　＊Mara　cambi6　de　ves雛do　bonito．
　　（29）　＊Enrique　va　a　cambiar　de　traje　raido．
　　（30）　＊No　cambiar6　de　Pendientes　que　c（）mpr6　eR　Barce｝ona．
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形容詞の範疇をもつ語がXの内部に全く相容れないというのではない。実際、通常形容詞とみな
されるpersenal「欄人の」は「パーソナルコンピュータ」の一部として現れるならば、複合名
詞の1部分に過ぎないのでordenador　pelsona1はXとして可能である。
　　（31）　a．　Luis　ha　cambiado　de　ordenador　personal．
　　　　b．＊Luis　ha　cambiado　de　su　ordenador　personal．
A型文のδeは果して前置詞かそれとも何等かのマーカーあるいは限定詞かという問題も検討の
余地がある。deが積極的な語彙意味を欠くのは自明であるが、後続の要素X及びde十Xに関
する振舞いでは、ある程度髄置詞と共通点を持つことも否定できない。接続詞y，oによる並列
関係で、deを調ぺてみると、次の諸例が見つかる。
　　（32）Mir6　hacia　fUera　y　vio　que，　efec’tivamente，1a　luz　habia　cambiado　de　intensidad　y
　　　　tono．　（CC：18）
　　　（33）　Los　cinco　habian　cambiado　de　casa，　de　o鼓cio　y　de　ideRtidad，　y　yo　no　teRia
　　ai簸guna　pista　para　encontrarlos．（LT：112）
（34）　Ocamb圭as　de　nombre　o　caエRbias　de　conducta．（CB　8／5／1989　P．16）
例文（32）は、deがある程度複雑な構造を支えることが出来る自律性を持つことを示すようで
あるが、異種の名詞を結合するならば（33）のように、deを付した名詞を繰り返すのが普通で
あろう。また、cambiar　de十Xのブnック全体を対照している（34）のケースもみられる。
いずれにせよ、A型のdeXとB型の直接目的語を等位接続するのは不可能で、これらの統語的
講造が異なることを示している。
　　（35）a．？？Cambi6　su　profesi6n　y　de　n　ombre．
　　　　b．　？？Cambi6　su　nombre　y　de　profesi6n．
　cambiarと組むde表現がすべてここで取り上げている「de十N」に相当する訳ではない。
他の一般のde前置詞句を従える溝文も動sa　cambiarと関連して存在し、次例はその三部である。
　（36）乙Qu6　quieres　carnbiar　de　Ma「ia？
　　（37）dQu6　quer6is　cambiar　de　la　Universidad？
　　（38）Creo　que　d　pobre　abdgaba｝a　esperanza　de　que　yo　al　ver　Lucerna　cambiase　de
　　　　idea，（玉e　verla　tan　linda，　y　tan　ordeRadita，（CN；131）
文（36）（37）では疑問詞q麗の補部を構成する前置詞句と認められ、Marta，｝a　Universidad
は、当然、名詞句である。また、qu6　de　Marfaがcambiarの直接演的語NPであるのは明かで
あろう。一方、（38）にはA型構文と共存して、理由を裏す状況補語のde＋不定詞節が含ま
れている。
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2．2．AB両型の統語的異同
　動詞cambiarが2つのargumentを選択し、主語に実現される外部ar即mentも、もう1つ
の内部項も、その動詞との意味関係はABのどちらのパタソにおいても同一と認められる。すな
わち、基底統語層は、限定名詞句で装現されなければならないsu　image鍛のような項も、“非
定”、“不特定”のimagenも共にVP内の直接昌的語の資格を暫定的に持つとみなせる。前者
の溝造は通例の他勤詞文と同様に扱われるが、しかし、後者の場合は直接目的語に残留すること
を許されず、動詞領域内に編入されて、あたかも合成動詞に近似した統語酌特徴も獲得すると解
釈する：
　　（39）　［［cambiar］v　［imagen〕N　コvP
　　　　　　　　　　↓
　　　　　非特定名詞疑似編入
　　　　［［［cambiar］v　de　imagen］v　］vP→
ここで、“de”は動詞に組み入れられるときに得る小辞、または編入名詞をマークする限定詞
と考えられ、cambiarδeは、表面統語矯で自動詞なみに振舞うことになる。
　（39）にみられるプロセスは典型的な名詞編入Noun　Incorporationとは異なり、形態論的
膠着を達成していない。完全な形態融合に至らない動詞との癒着は、W◎如er（199◎）が揚摘し
たような無冠詞被動者（Busco　trabajoのタイプ）やclitic（弱形代名詞）の動詞内化にもみら
れるが、ここでは「付接辞化」よりもさらに緩やかな動調領域への結合事象を指す用語として、
疑似編入（or弱編入）を利用することにする。
　上記の分析で、強調したいのはde＋Xを通常の直接目的語よりずっと動詞と密着した緊密
な統語結合関係を持つ要素と認め、従って動詞内部により近いstatusを認めたいという点であ
る。名詞が完全に動詞の形態内にあるかどうかは必ずしも明確でないのは事実である。他の短い
修錨成分がcambiarとXの間に割り込むのは、それらもまた動詞内に編入されるとみることが
出来るので、上の解釈を完全に排除する証拠とはならない。
　一般のsuplementoは状況補語と直接目的語との中間的な性格を持つが、　de＋Xは、むしろ
その反対に、直接補語と複合動詞との中聞的地位にあるものと見たい。スペイン語の語形成では
直接陰的語が完全に編入されたような複合動詞（名詞編入動詞）の例は稀である（maniatar
「の濁手を縛る」、rabiatar「の尾を縛る」）。このようfs　argumentを動詞語彙内部に取り込ん
だ複合動詞に幾分近いのがcambiar　de÷Nの表現であろう。
2．3他動詞文と疑似編入文の意味
前節1．2でみたとおり、同一の名詞がB型文の主要部になり、またA型文のNにもなり得る。
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このときの両文の意味には差がなく、相互交換可能な自由変異なのであろうか。変化対象たる
Argumentが限定的で、修飾成分を内蔵する構成であれぱ、もちろん、　A型を利用できない。
しかし、そうでない場合、例えば、cambiar　su　imagen／cambiar　de　imagenやcambiar　el
coche／cambiar　de　coche　eま、薗鵬の一部の例と隅様、同じコソテキストで置き換えが可能に思
われる。
　特定文脈でどちらの文型も可能なときでも、両文には意味機能の差、つまり他動詞文のNPは
限定された指示対象であるのに対して、A型文の名詞は非定、不特定であるという対立は解消し
ていないと思われる。言い換えれば、他動詞文は「変化j「入れ替え」の対象となる指示物、ま
たは欄体属性を、明示されない何らかの“他と”変更すると述べる。一方、A型文では「変化」
「入れ換え」の起こる範囲の領域を承すだけであり、特定の指赤対象を表さない。cambiar　SU
塑のような構文は定表現一限定、特定できる個体、個体属性を播す一定の“値”を直接
目的語として取り、cambiar　de　imagenは関数として採り得る“値の範囲”をdeに後続する名
詞とする、と轡うこともできる。
　この2つのタイプの表現の語用論的効果が実質上等しい文脈では両者は交替罵能となるが、そ
れでも、異なる含意を持つと推定される。すなわち、A型文はそれ自身で「新な、別の、違った」
名詞（異値）を「採る、得る、作る、生む、etc．」を内包するゆえに、（40a）のような薪対象
（変化結果）と共起することができない：
　　（40）a．＊Juan　camb呈6　de　coche　por　otro．
　　　　b．Juan　cambi6　el　coche　por　otro．
cambiarの他動詞構文は“変化前の指示対象（・：既定値）を具体的に明示する”のと対照的に、
cambiar　de構文は、“変化後の範囲対象を内示している”と特徴づけることができる。
　他動詞文が形式上、限定詞を必須とするとまで言い切れないのは、実際、無冠詞で直援目的語
に現れている（41）のような例が存在するからである。
　　（41）Al　principio，｝as　reuniones　se　hacian　en　autom6vi｝es　sin　rumbo　que　soliamos
　　　　cambiar　cada　cuatro　o　c圭nco　cuadras，　por　toda　la　c圭udad，．．．（LT：119）
autom6Vilesは無冠詞の直接目的語であるが、関係詞の先行詞として指示対象を具体化されてい
るためド関数」としての読みは排除される。
3．1．自動詞cambiar
　動詞cambiarのシソタクシスを考える際、〈42c）（43c）に類する自動詞構文との関係を参
酌しなければならないだろう。
　（42）a．Espafia　camb圭6　de　imagen．「スペイソはイメージチェソジをしたj
　　　　b．Espaha　camb呈6　su　imagen。「スペイソはそのイメージを変えた」
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　　　　c．La　imagen　de豆sp麟a　cambi6．ヂスペイソのイメージは変わった」
　（43）a．La　luz　ha　cambiado　de　color．
　　　　b．　La　luz　ha　cambiado　su　color．
　　　　c．EI　color　de　Ia　luz　ha　cambiado．
　小論で考察したA型構文はこのタイプの自動詞文と独立して規定されて良いのだろうかという
疑問が生じる（注2）。特に、通常の他動詞構文（42b）と（42c）の問には密接な意味関係が認め
られる。しかし、このような関係はこの動詞に特有なのではなく、項構造と統語講造の一般的な
対応をどのように組織化するかに係わる基本的な問題の1つであろう。統語構造の独立性、自律
性を優先する理論では、両タイプはそのスタートから異質な別溝造と仮定するだけで足り、それ
以上の議論の余地を容れないかも知れない。
　だが、b、　c文がある構造レベルを共有するという考えが論拠のないことではないことを示唆
するデータも存在する。b．文の主語に比べるとa文の主語は積極的にAgentと認定するに足り
る意味関係をもたないとも解釈できる。すなわちEspa肱cambi6やLa　luz　cambi6との類似を
仲介項としてA型文が（42c）（43c）と近い関係をもつ1面も否定できない。そこで、表面主語
が動作主として弱体な、不適な意味役割を演じる名詞句の場舎、それらは、元来、名詞匂の補部
（de前置詞句の中の名詞句）となって、自動詞文型（42c）（43c）で実現されるにふさわしい
ものであるが、そのHeadが動詞へ疑似編入された後、空きとなったHeadの地位を占めて、自
らが自動詞の主語に転身するという分析ができる。
　　　（44）　［　　］　　　　　　　［cambiar］v　　　　　　　　　　　　　　［［det］color　de　la　luz　：｝mp
　　　　［コ　　　こcambiarコ。　de　color　］。　　こ［det］＿de　la　luz〕，、？
　　　　［］　　　　［cambiar］。de　color　］v　　［　［det〕　luz　］。。
　　　　［la　luzコNP　　　［二caエnbiar］v　de　color］v
このように、前述（39）の疑似編入の概念をNP内の主要部名詞にも適用できるよう拡大するこ
とで、次のような自動詞専用動詞におけるA型構文の説明は容易になる。
　　（45）　a．＊La　nube　ha　crecido　su　tamafio．
　　　　b．　La　nube　ha　crecido　de　tama煮o．（Mo圭iner　I：798）
上文（45b）は直接目的語argumentであるel　tamafio　de　la　nubeのtarnartoの動詞内化の結
果、空位の主要部へ1a　nubeが昇格し、主語になったという解釈を与えるのである。この種の
タイプを基底レベルで他動詞構文と関連づけることは不可能でないにしても、やはり、ad　hoc
な印象を否めないので、むしろ（44）のプロセスの方を提案したい。
3．2．C型講文
疑似編入分析を拡大する方式は、さらに、次の下線部にみられるような、他動詞cambiarと
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de十Nが共起する構造を分析するのに有利である。
　　（46）La　tiemblo　cuando　se　pone　usted　a　cambiar　los　muebles　de　sitio，　se　lo（薮go　de
　　　　　　verdad．（NV：118）
　　（47）Tap1aron　unas　puertas，　abheron　otras，　derri．baron　muros，　cambiaron　tabiques　de
　　　　　　｝ugar，　y　eliminaron　la　entrada　de　Morand6　80，　por　donde　los　presidentes　recibian
　　　　　　las　visitas　privadas．（LT：139）
　　（48）　　Ese　fiB　de　se王na無a　ella　IG　pas6　muy　bien，　cambi6　de　lugar　unos　muebles，　y
　　　　　　otras　cosas　que　hacia　tiempo　que　querfa　hacer　pero　reunca　enconSraba　eI
　　　　　　momento，　o　las　fuerzas．（CN：39）
　　（49）　Obses圭onada　por　el　ternor　de　que　se｝as　robaran，　1as　cambiaba　de｝ugar　casi　todas
　　　　　　las　semanas，．．（1as＝joyas）（EL：143）
　　（50）EI　padre　de　王sabel　cambi6　de　mano　la　vela　que　sostenia，　y　sac6　de　nuevo　e王
　　　　　　pa践uelo　con　el　que　vo1Vi6　a　enjugarse　la　calva．（CC：23）
　　　　　　王）espu6s　camb圭6　de　cまG　la　1穀pa　y　empez6　a　hablar　co烈Le6n　Maha（CO：33）
　　（51）M1　Ma面na　me　cambiaba　de　err｝pleo，　exigiendo　cada　vez　mas　dlRero，＿（EL：100）
　　（52）．．．，donde　procedi6　a　cortar｝es　y　cambiarles　de　color　los　cabe｝10s，．．．（AS：261）
　上例（46－49）には、“de十N”表現の核として場所を示す名詞、｝ugar，　sitioが用いられ
ており、直接葭的語はその場所を移動する物体である。（50）では「（ろうそくを持つ）手」が、
文（51）　（52）では「職、勤め則　「倒が変化対象としてdeに導かれて現れる。いずれにせ
よ、C型文の直接目的語とde十Xとの関係を、前節の自動詞タイプの構造と同様に、　Xを
Headとして、直接屋的語に実現されるかもしれない、　de前置詞で先導される属格を含む
argumentをもつ講造（Cf．53（a））に関連づけることができる。
　　（53）　a．　⊂cambiar］v　　　　　　　　　　　　　　　こ［det］sitio　de　los　raueb｝es］NP
　　　　　　b，　〔cambiar］v　de　sltio］v　　　　　　　［［det］　　　　de　lGs　muebles］NP
　　　　　　c．　［cambiar］vde　s嚢童o］v　　　　　　［［det：］10s　muebles］mP
（53）で直接目的語がその位置に留まるのはC型では劉に外部ArgumentのAgentが存在する
ために、主語に転ずる道が塞がれているためである。この点を除けば（44）と同じプロセスがこ
の種の溝文の誕生に関与することが分かる。cambiarが2つの直接員　99ff　sitioと10s　muebles
を同蒔に下位範疇化し、前者を動詞内部に編入するという分析よりも、（53）の分析の方がより
自然で妥当なように思われる。
　　非編入文と編入文の相違を黛本語文に敢えて求めるとすれば、（53a）は「家具の場所を変え
る」に当たり、一一t」（53a）は「家具を場所変えする」に相当するであろう。
C型文の分布はA型よりもはるかに制限されていて、NP十de　NPの補部が自由ec　cambiar
deの編入対象になるわけではない。例えば、（54a）　（55ab）を文法的とみる人も存在する一方、
25
動詞cambiar十de十Nの周辺
十全な許容性を持たないと判断するinformantもみられる。
　　（54）a．？Los　Juegos　01fmp圭cos　cambiaron　de　imagen　a　Espaii（a．
　　　　　b．LGs∫uegos　Ohmpicos　cambiaron　la　imagen　de　Espa簸a．
　　（55）　a．　？La　madre　cambi6　de　zapatos　a　la　Rifia．
　　　　　b．？La　ma（he　cambi6　a　la　ni煮a　de　zapatos．
　　　　　c．La　madre　ca王nbi610s　zapatos　de　la　ni査a．
　　　　　d．La　madre　le　cambi　6　los　zapatos　a　la　nifia．
4．その他の動詞における類似構造
　A型構文は動詞camb呈arに特有なものかどうかはさらに検討されなければならない課題であ
る。cambiarと似た「変化」を意味する動詞mudar，　variar，　me∫orarや、「増減、上昇下降」
の動詞にもde十Nの類似構造が認められるようである：aume雌ar，　dism沁uir，　crecer，
subir，　bajar，　ascender。また、　cambiarに関しては再帰動詞にde補語が共起する文タイプが
成立する。
　　（56）　a．　EIIa　camb呈a　el　vest三（達o．
　　　　　b．Ella　cambia　de　vestiδo．
　　　　　c．　Ella　se　cambia　de　vestido．
ただし、再帰文ではcambiarse　de　su　ropaのような限定詞を冠した名詞句も認められ、このタ
イプが、本稿で分析したde十Xと同等なものかは未確認である。他動詞、　de十N、再帰動
詞十de十Nの鼎立パタンとしては成句的な（57）が見つかるが、同様な例が他にも存在する
かどうかは不詳である。
　　（57）a．subir　el　tono「語気を荒げる、傲慢になるj
　　　　　b．　subir　de　tORO
　　　　　c．　subirse　（量e　tono
再帰表現で、かつ名詞編入分析を適照できると思われるのはDeguchi（1989：4－5）で指摘した
一連の非対格溝造のうちの1部で、次のような他動詞／再帰A型構文である。
　　（58）　a．　Equivoqu6　el　ndmero．
　　　　　b．Me　equivoqu6　de　nUmero．
　　（59）　a．　Confundimos　la　carretera．
　　　　　b．　Nos　confUn（董imos　de　carretera．
　　（60）　a．　Cruz6　｝as　piernas。
　　　　　b．　Se　cruz6　de　piernas．
　　（61）a．Maria　se　enc◎gi61as　piemas。
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　　　　b．Maria　se　encogi6　de　piernas．
一般の再帰型suplementoと上記のde十Nがどのような異なりと共通点をもつか、また、再
帰辞自身をincorporationとする分析の可能性もあり、その場合、　de　nGMeroや身体部位表現
のde　piernasはいかなる地位を占めるのかも問題となろう。これらの疑問への手がかりは小論
の射程を超えているが、再帰講文の総合的把握のためにさらに詳細に検討されなければならない
だろう。またde十無冠詞構造の一般的な機能とどのように接点を結ぶかも追求を待つテ～マ
で、なお解賜されるべき興味深い問題点が山積されている。これらに関する議論は別に機会に譲
らざるを得ない。
＊本稿は、静濁県裾野市富士教育研修所で開かれた第13幽SELEK（1993．7．26－28）において、
「動詞cambiarの項講造：cambiar　deの周辺」という題で口頭発表したものを加筆修正したも
のである。セミナー参加者からいただいたコメソト及びご指摘に対してここに謝意を表したい。
駐］
L最後のautom6viles　sin　rumboは例外のように見えるが、実はそうでないことを2。3。の例（41）で、全文
　　を引用して示す。
2．例文（10）（12）の参考として引用された奢文にも岡様な自動詞文が含まれる。
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